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1． はじめに 

近年、大気圧プラズマは医療分野への様々な

応用が期待されている。特に、プラズマ活性培

養液（PAM）はがん細胞に対しての特異的な抗

腫瘍効果を持つことが報告されている。[1]これ

までに我々は、プラズマ中の電気的に中性な活

性種を選択的に照射することのできるラジカ

ル源を開発し、生体の殺菌や細胞増殖に対する

酸素ラジカルの効果を検証してきた。[2]
 

本研究では大気圧ラジカル源を用いて、細胞

培養液に対して酸素ラジカルを照射した後、ラ

ジカル照射培養液でメラノーマ細胞を処理し

た後、細胞生存活性および細胞死誘導因子

caspase 活性について検討を行った。 

2． 実験方法 

10%ウシ胎仔血清(FBS)を含む DMEM を用

いてメラノーマ細胞を継代培養し、細胞を 24

ウェルプレートに播種した。 細胞培養メディ

ウムへのラジカル照射実験では、Ar ガス存在

下でラジカル照射した細胞培養液をコントロ

ール培養液とした。一方、Ar/O2混合ガス存在

下（流量比 O2/(Ar+O2):0.6%）でラジカル照射

を行い、酸素ラジカル照射培養液を調製した。

次いで、ラジカル照射後に終濃度が 10%にな

るように FBS を添加し、ラジカル照射培養液

をメラノーマ細胞に一定時間作用させ、3 時間

ごとに caspase-9 の活性を測定した。 

3． 実験結果 

メラノーマ細胞を Ar/O2 ラジカル照射培養

液で処理すると、コントロール培養液とは異な

り、細胞死が認められた。また、図 1 に示すよ

うに、コントロール培養液を用いた場合と比較

して、Ar/O2 ラジカル照射培養液を用いた場合

では、caspase-9 活性は時間依存的に有意に上

昇していることが認められた。この結果から、

酸素ラジカル照射培養液の処理により、メラノ

ーマ細胞において caspase-9 の活性化を介した

アポトーシスが誘導されることが示唆された。 

Fig.1 Caspase-9 activity in B16-F10 melanoma 

cells treated with oxygen radial- irradiated medium 
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